
2019年９月 30日 

南海電気鉄道株式会社 

安全報告書の訂正について（お詫びとご報告） 

2015 年６月 16 日に発生し近畿運輸局に報告を行った事象について、2016 年

度の安全報告書にインシデントとして記載されていなかったことが判明しまし

た。つきましては、以下の通り安全報告書を訂正いたします。 

＜2016年度＞ 

 2016 年度の安全報告書におけるインシデント発生状況（p.31）について、以

下の通り訂正いたします。 

誤：2015年度は発生していません。 

正：2015年度は１件発生し、近畿運輸局に報告しました。 

詳細は別紙１をご参照ください。 

＜2017年度、2018年度＞ 

  2017年度、2018年度の安全報告書における「５年間の事故の件数」を示し

たグラフ（2017年度は p.37、2018年度は p.38）内のインシデント件数を、2015

年度に１件発生したとして訂正いたします。 

詳細は別紙２、３をご参照ください。 

以 上 



国土交通省へ報告することが定められている鉄道運転事故等の最近5年間の発生状況は、次の通りです。

2015年度は発生していません（最近5年間はありません）
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鉄道運転事故・輸送障害・インシデントの発生状況
最近5年間の発生状況

2015年7月28日から31日の4日間にわたり、近畿運輸局の保安監査を受けました。
その結果、当社への改善指示事項はありませんでした。

行政指導等

2015年度の発生状況
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2015年度は1件発生し、近畿運輸局に報告しました。
インシデント

台車のき裂発生場所

（1）発見日時
2015年6月16日　15時頃
（2）状況
6000系車両の全般検査時に、台車製造メー
カーによる台車枠補強工事を実施した際、
メーカーによる目視検査において、台車の
同一軸ばね座に150mm、80mm、60mm、
40mmのき裂を発見しました。

（3）原因
台車枠を製造した際の溶接不良箇所を起点と
して、き裂に至ったものです。
（4）対策
同形式台車について目視による一斉点検を
実施し、ほかの車両にはき裂がないことを確認
しました。また、同形式台車について超音波
探傷検査を実施した結果、安全を脅かすような
溶接不良箇所はありませんでした。

6000系車両の台車にき裂が発生
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国土交通省へ報告することが定められている鉄道運転事故等の最近5年間の発生状況は、次の通りです。

2016年度は発生していません（最近5年間はありません）。
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2016年度、当社への行政指導はありませんでした。
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2016年度の発生状況・行政指導等

1000系車両の台車に亀裂が発生

（1）発生日時　2017年2月3日　15時頃

（2）状況　 　1000系車両の定期検査中、台車に亀裂が生じているこ
とを発見しました。亀裂は2台車に計3か所あり、長さは
それぞれ200mm、300mm、450mmでした。その後、
同形式の台車も検査したところ、新たに5台車に計7か
所の亀裂を発見しました。

（3）原因　 　車両の走行時に発生した力が台車に繰り返し加わること
で、台車の内部に亀裂が発生し、その亀裂が台車外面に
向かって広がり表面に表れたものと推定しています。

（4）対策　 　当該箇所の応急補強を行うとともに、専門家を交えて
亀裂が発生した箇所に生じる力を測定しました。その
結果、走行の安全性を損なうものではありませんでした
が、抜本的な補強を定期検査時に実施する予定です。

台車の亀裂発生場所台車の亀裂発生場所
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安 全 （安全報告書）

鉄道運転事故・輸送障害・インシデントの発生状況
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国土交通省へ報告することが定められている鉄道運転事故等の最近5年間の発生状況は、次の通りです。

台風21号の影響による列車脱線事故が1件発生しました。
（詳細はP.31）
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鉄道運転事故・輸送障害・インシデントの発生状況
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大規模な事故・災害・テロ行為に備え、鉄道事業者や地元
自治体等の外部機関と連携した、街ぐるみ、沿線ぐるみでの
対応が必要不可欠です。当社ではそのような災害を想定し、
外部機関と連携した訓練を実施しています。

大阪府警に状況説明 爆破物を捜索する様子

2017年7月、鋼索線において高野町役場、高野町消防
組合と合同で避難誘導訓練を実施しました。「倒木が発生し、
線路とロープに支障があることを認めたため非常ブレーキに
より停止した」という想定で、異常時の情報伝達ルートの
再確認と車載型非常はしごを使用した乗客の避難誘導能力
の向上を図りました。

鋼索線（高野山ケーブルカー）の避難誘導訓練

2017年8月、空港線において新関西国際空港（株）、関西
エアポート（株）、JR西日本と当社合同による避難誘導訓練、
異常時対応訓練を実施しました。
「（第１部）大津波警報が発令され関西空港～りんくう
タウン駅間に停車中の列車から安全地帯へ乗客を避難誘導
する。（第２部）関西空港駅ホーム上において、車両故障が
発生した南海の車両をJRの車両と併結して救済する。」という
想定で、乗客の避難誘導能力の向上及びＪＲ西日本と連携し、
車両係員の技能向上を図りました。

空港線合同訓練

毎年秋頃に事故復旧総合訓練を実施しており、2017年度
も千代田工場で河内長野消防署、地元小学校と協力した
訓練を予定していましたが、雨天により中止となりました。

事故復旧総合訓練
2018年3月、なんば駅において、大阪府警南警察署と
合同で、「なんば駅へ電話による爆破予告に対応する」想定で
訓練を行い、テロ対処の初動体制の強化を図りました。

テロ対処訓練

JR西日本の車両を南海の車両と併結

車載型非常はしごを使用した
救出訓練（2016年度の写真）

負傷者（自動車内）の救出風景
（2016年度の写真）

車載型非常はしごを使った救出風景 線路脇を避難誘導

車両からの救出訓練

事故・災害に備えた訓練

台車のき裂発生場所

（1）発生日時
2017年11月6日16時頃
（2）状況
50000系車両の点検中、台車にき裂が生じて
いることを発見しました。き裂は3台車計4か
所あり、長さはそれぞれ175mm、65mm、
40mm、38mmでした。

（3）原因
車両の走行時に発生した力が台車に一部集中
したことで、き裂が発生したものと推定してい
ます。
（4）対策
50000系全ての同一箇所に非破壊検査を
実施し、他の台車にはき裂がないことを確認
しました。次回検査から当該箇所の非破壊
検査を新たな検査項目に追加しました。

50000系車両の台車にき裂が発生

お客さまの安全を守る施策
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